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タイ トル :生存圏学際新領域の開拓に向けた 『萌芽ミッションシンポジウム』
開催 日時:平成 17年3月3日(木)午後 1時～5時45分
開催場所:生存圏研究所木質ホール 3F
内 容 :ミッション専攻研究員による研究成果の発表 (6件)と萌芽ミッションプロジェクト研究報告
(9件)を行った｡
2.2 平成16年度生存圏学際萌芽センターオープンセミナー
平成 16年 10月25日(月) 12時～13時
中山 友栄 :保存処理木材に由来する金属元素の環境内挙動 一特に水循環の立場から-
田遵 俊朗 :エタノール生産の為の担子菌とマイクロ液による木材前処理
平成 16年 11月22日 (月)12時～13時
坪内 健 :生存圏マクロ診断手法の開発に向けて
GernotHassenpnug:MUレーダを用いて大気乱流イメージングについての研究
平成 16年 12月24日 (金)12時～13時
虞岡 孝志 :植物 ･根圏微生物共生系による内分泌錯乱物質の環境浄化
小林 正彦 :アカシア大規模造林地における持続的 ･循環的生産システム構築のための
栄養塩および微量必須元素のフロー解析
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平成 17年 1月 31日 (月)
中山 友栄 :保存処理木材に由来するホウ素の環境内挙動






















































































































































































研究組織 :代表 ;野捌 正 (農学研究科)､共同研究者;矢野浩之 (生物機能材科学分野)､Mohd.HamamiSahri

























































研究組織 :代表 :大村善治 (生存科学計算機実験分野)､共同研究者 :木村年成 (生存科学計算機実験分野)､







研究組織 :(代表)浅岡一雄 (霊長類研究所)共同研究者 ;脇田真清 (霊長類研究所)､室山泰之 (霊長類



































































トセンシングによる大規模造林地のバイオマス生産量の評価､2)土壌 ･森林 ･大気間の炭素 ･酸素 ･水
などの物質循環のもとになる気象データの収集､3)森林の物質生産を基にした炭素フローの解析､3)
アカシア産業造林の持続的 ･循環的生産システム構築に資する基盤技術について検討した｡また､2003年
度の第1回シンポジウム､第2回の国際シンポジウム (2003.10.21-22)の開催に続き､2005.3.14に第3
回のアカシアマンギウムシンポジウムを開催し､研究成果の公表と関連する研究者や技術者の情報交換に
努めた｡
得られた成果は以下のとおりである｡
1)ランドサット衛星の可視 ･近赤外光反射レベルから得られる植生指数 (NDVl)を基にしたアカシアバ
イオマス量を直接推定する手法を検討し､インドネシア ･スマ トラ島のアカシア造林におけるバイオマス
量調査の結果と衛星情報とを比較対応させて､バイオマス推定式を導出した｡
2)アカシア産業造林を経営するMusiHutanPersada社から土壌状況､植林状況等に関する情報を入手し､
産業造林地における炭素循環を推定した｡
3)アカシア産業造林の3カ所に降雨量､気温､風速等を計測する気象観測器を設置し､今後の継続的観
測の体制を準備した｡
4)産業造林の持続的 ･循環的生産システム構築のために､アカシア樹皮に含まれる主要栄養塩の樹皮内
分布を明らかにした｡
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